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1
、70
年
万
博
以
降
は
低
迷

　

関
西
経
済
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

明
治
時
代
の
大
阪
は
世
界
的
な
繊
維
産
地

で
あ
っ
た
英
国
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
な

ぞ
ら
え
て
「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
繊
維
工
業
が
栄
え
、
今

日
ま
で
続
く
企
業
も
数
多
く
誕
生
し
た
。

関
東
大
震
災
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
大
正

時
代
に
は
大
阪
市
は
当
時
の
東
京
市
の
人

口
を
し
の
ぎ
、
日
本
一
の
「
大
大
阪
」
と

呼
ば
れ
る
ま
で
に
発
展
し
た
。

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
鉄
鋼
、

化
学
な
ど
の
素
材
産
業
か
ら
一
般
機
械
、

電
気
機
械
な
ど
の
加
工
組
み
立
て
産
業
に

至
る
ま
で
多
様
な
製
造
業
が
集
積
・
発
展

し
、
神
戸
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
が
米
国

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
に
続
く
世
界
3
位
に
な
る
な
ど
、

製
造
品
の
輸
出
が
関
西
経
済
を
力
強
く
け

ん
引
し
た
。
都
市
化
に
伴
う
地
方
圏
か
ら

の
人
口
流
入
も
あ
り
、
大
阪
万
博
が
開
催

さ
れ
た
1
9
7
0
年
に
は
、
国
内
総
生
産

に
占
め
る
関
西
の
G
R
P（
域
内
総
生
産
）

シ
ェ
ア
は
2
割
近
く
に
達
し
、
国
内
経
済

に
お
け
る
関
西
の
地
位
は
確
固
た
る
も
の

が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
71
年
の
外
国
為
替
の

変
動
相
場
制
へ
の
移
行
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
に
よ
り
高
度
経
済
成
長
期
は
終し

ゅ
う
え
ん焉

を
迎
え
、
経
済
の
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
は
製

造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
へ
と
変
化
し
た
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
あ
り
、
関
西
企

業
の
本
社
機
能
は
、
国
政
や
中
央
省
庁
を

は
じ
め
と
し
た
情
報
機
関
が
集
ま
る
首
都

圏
に
シ
フ
ト
し
、
そ
の
結
果
、
本
社
機
能

と
関
連
が
深
い
情
報
通
信
業
、
対
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
業
、
金
融
業
な
ど
が
関
西
で
は

伸
び
悩
ん
だ
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
製
造
業
の
ア
ジ
ア
勢

と
の
競
合
が
激
化
す
る
と
と
も
に
製
造
拠

点
の
海
外
シ
フ
ト
が
進
み
、
製
造
業
が
関

西
経
済
を
支
え
る
力
は
一
層
弱
ま
っ
た
。

こ
の
結
果
、
国
内
総
生
産
に
占
め
る
関
西

の
G
R
P
シ
ェ
ア
は
中
部
地
域
を
下
回
る

水
準
ま
で
低
下
し
て
い
る
（
図
表
1
）。

関
西
経
済
復
活
の
鍵
を
握
る
万
博

次
世
代
産
業
の
育
成・集
積
を

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

関
西
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長

若
林
厚
仁

解 説

　
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
に
伴
い
、
国
内
経
済
に
お
け
る
関
西
地
域
（
2
府
4
県
、
以
下
同
）
の
相
対
的
な
地
位
の
低
下

が
続
い
て
い
る
。
関
西
発
祥
の
大
企
業
や
関
西
在
住
の
若
者
の
首
都
圏
へ
の
流
出
は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
足
元
の
関
西

の
総
生
産
は
、
中
部
地
域
（
7
県
）
を
下
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
2
0
2
5
年
4
月
の
開
催
ま
で
残

り
3
年
と
な
っ
た
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
関
西
経
済
復
活
の
起
爆
剤
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
万
博
は
、
半
年
間
の
大
型

イ
ベ
ン
ト
と
い
う
側
面
だ
け
で
は
な
く
、「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
次
世

代
技
術
の
発
表
、
実
証
、
実
装
の
場
と
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
万
博
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
取
り
組
み
を
通
じ

て
次
世
代
産
業
が
関
西
に
集
積
し
、
関
西
経
済
の
中
長
期
的
な
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

わ
か
ば
や
し
・
あ
つ
ひ
と　
02
年
京

都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
了
、

同
年
三
井
住
友
銀
行
入
行
。日
本
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
出
向
、三
井
住
友

銀
行
中
国
有
限
公
司（
上
海
）な
ど
を

経
て
、18
年
か
ら
日
本
総
合
研
究
所
。

19
年
7
月
か
ら
現
職
。大
阪
府
市「
副

首
都
ビ
ジ
ョ
ン
」の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
向
け
た
意
見
交
換
会
メ
ン
バ

ー（
座
長
）。
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2
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
特
需
と
コ
ロ
ナ
禍

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
近
年
の
関
西
経

済
を
支
え
て
い
た
の
が
、
訪
日
外
国
人
観

光
客
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

急
拡
大
で
あ
る
。

　

関
西
の
玄
関
口
で
あ
る
関
西
国
際
空
港

か
ら
の
外
国
人
入
国
者
数
は
、
2
0
1
2

年
ご
ろ
ま
で
は
年
間
2
0
0
万
人
に
届
か

な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
後
は
関
空
の
積
極
的
な
格
安
航

空
会
社
（
L
C
C
）
誘
致
、
東
ア
ジ
ア
か

ら
比
較
的
近
い
と
い
う
地
の
利
、
神
社
仏

閣
を
は
じ
め
と
し
た
豊
富
な
観
光
資
源
、

日
銀
の
異
次
元
金
融
緩
和
に
伴
う
円
安
、

そ
し
て
政
府
の
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
背
景
に
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
急

増
し
、
19
年
に
は
関
空
か
ら
の
外
国
人
入

国
者
数
は
8
0
0
万
人
を
超
え
た
。

　

観
光
庁
の
統
計
を
基
に
推
計
す
る
と
、

19
年
の
全
国
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
額
4
・

8
兆
円
の
う
ち
、
関
西
は
1
・
3
兆
円
と

27
％
程
度
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。
関
西
の

G
R
P
シ
ェ
ア
が
15
％
程
度
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
関
西
に
お
け
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
消
費
の
恩
恵
は
非
常
に
大
き
か
っ

た
と
言
え
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
恩
恵
は

不
動
産
業
や
建
設
業
に
も
及
ん
だ
。
関
西

に
お
け
る
16
〜
18
年
の
宿
泊
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
関
連
の
建
築
着
工
床
面
積
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
本
格
化
し
始
め
た
12
〜
14
年

対
比
で
3
・
8
倍
の
2
5
3
万
㎡
ま
で
増

加
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て

い
た
首
都
圏
が
同
2
7
3
万
㎡
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
過
熱
ぶ
り
が
う

か
が
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
は
完
全

に
消
失
し
、
そ
の
影
響
は
コ
ロ
ナ
発
生
か

ら
2
年
経
過
し
た
現
在
で
も
残
っ
て
い
る
。

22
年
1
月
時
点
の
商
業
地
地
価
（
地
価
公

示
）
は
、
東
京
圏
と
名
古
屋
圏
が
前
年
比

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
中
、
大
阪
圏
は
横
ば
い

に
と
ど
ま
り
、
商
業
地
の
下
落
率
全
国
ワ

ー
ス
ト
10
の
う
ち
8
地
点
を
大
阪
市
が
占

め
る
。

　

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
所
得
向
上
に
伴
う
海

外
旅
行
者
増
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
関
西
経
済
に

と
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
引
き
続
き
最
重

要
分
野
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
や
国
際

情
勢
な
ど
の
要
因
で
急
変
す
る
需
要
に
過

度
に
依
存
せ
ず
、
関
西
経
済
の
基
礎
体
力

と
も
言
え
る
産
業
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
中
、
関
西
経
済
の
起
爆
剤
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
25
年
に
開
催

さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
で
あ
る
。

3
、万
博
の
経
済
波
及
効
果

　

大
阪
・
関
西
万
博
は
、
大
阪
市
中
心
部

か
ら
車
で
20
〜
30
分
程
度
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
夢ゆ

め
し
ま洲

で
開
催
予
定
で
あ
る
。
夢
洲
は

70
年
代
に
整
備
さ
れ
た
大
阪
湾
の
人
工
島

で
あ
り
、
80
年
代
後
半
に
は
湾
岸
エ
リ
ア

の
中
心
部
と
な
る
大
型
開
発
計
画
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
バ
ブ
ル
崩
壊
や

五
輪
誘
致
の
失
敗
等
に
よ
り
開
発
は
進
ま

ず
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
港
湾
施
設
と
し
て

敷
地
の
一
部
が
使
わ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。

　

も
っ
と
も
、
万
博
開
催
決
定
後
は
整
備

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。
四
方
を
海

に
囲
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た

「
海
と
空
を
感
じ
ら
れ
る
会
場
」
と
な
り
、

世
界
各
国
や
国
際
機
関
、
民
間
企
業
に
よ

る
パ
ビ
リ
オ
ン
、
8
人
の
万
博
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
に
よ
る
テ
ー
マ
館
な
ど
が
建
設
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
（
図
表
2
）。

　

来
場
者
数
は
半
年
間
の
開
催
期
間
で

2
8
2
0
万
人
、
年
換
算
で
5
6
4
0
万

人
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
大
型
テ
ー
マ
パ

ー
ク
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
年
間

3
2
0
0
万
人
（
18
年
度
）、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
U
S
J
）

が
同
1
5
0
0
万
人
（
16
年
度
）
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
期
間
中
は
両
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
合
計
よ
り
も
多
い
人
数
が
来
場

す
る
計

画
と
な

っ
て
い

る
。
情

報
通
信

技
術
が

発
達
し
、

い
つ
で

も
ど
こ

で
も
必

要
な
情

報
に
ア

大阪万博
関東
41.0％

（232兆円）

関西
15.2％

（86兆円）

中部
15.5％

（88兆円）

バブル崩壊 リーマンショック
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2018年

（出所）内閣府「県民経済生産」

〈図表1〉3大都市圏のGRPシェア

（出所）2025年日本国際博覧会協会

〈図表2〉万博会場イメージ図
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ク
セ
ス
で
き
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

2
8
2
0
万
人
の
来
場
者
計
画
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
だ
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
05
年
の
愛
・
地
球
博
で
は
目

標
1
5
0
0
万
人
に
対
し
、
出
足
は
不
調

で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
目
標
を
大
き

く
上
回
る
2
2
0
0
万
人
が
訪
れ
た
。
関

西
圏
は
2
0
0
0
万
人
以
上
の
人
口
を
有

し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
年
間
1
0
0
0
万
人

以
上
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
関
西
を
訪

れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
十
分
達

成
可
能
な
数
字
と
言
え
る
。
開
催
に
向
け

機
運
醸
成
に
努
め
、
実
際
に
訪
れ
て
み
た

く
な
る
魅
力
あ
る
万
博
に
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
定
量
的
な
経
済
波

及
効
果
は
、
経
済
産
業
省
の
試
算
で
2
・

0
兆
円
（
建
設
費
0
・
4
兆
円
、
運
営
費

0
・
5
兆
円
、
消
費
支
出
1
・
1
兆
円
）

と
さ
れ
、
こ
れ
は
関
西
の
G
R
P
の
2
・

3
％
に
相
当
す
る
。
な
お
、
愛
・
地
球
博

の
経
済
波
及
効
果
は
1
・
6
兆
円
（
東
海

4
県
の
G
R
P
の
2
・
4
％
）
と
閉
会
後

に
試
算
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
会
場
の
基

盤
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
中
で
あ
る
が
、
23
年

度
以
降
は
パ
ビ
リ
オ
ン
等
の
建
築
工
事
が

本
格
化
し
、
開
催
期
間
中
は
会
場
内
の
み

な
ら
ず
関
西
一
円
で
来
場
者
に
よ
る
消
費

が
顕
在
化
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん

だ
関
西
経
済
を
押
し
上
げ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

4
、万
博
で
中
長
期
成
長
へ

　

万
博
は
期
間
限
定
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
建
設
や
消
費
に
伴
う
経
済
波
及
効

果
だ
け
に
着
目
す
る
と
、
そ
の
効
果
は
一

過
性
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
そ
う
し
た

短
期
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
関
西
経
済

の
中
長
期
的
な
成
長
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
は
、
テ
ー
マ
と
し
て

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
掲
げ
て
お
り
、
参
加
者
一
人
一
人
に
対

し
、「
幸
福
な
生
き
方
と
は
何
か
」「
そ
う

し
た
生
き
方
を
世
界
の
英
知
を
結
集
し
て

ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
」
を
問
う

万
博
と
な
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
、「People’s Living Lab

（
未
来
社
会
の
実
験
場
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
多
様
な
参
加
者
が
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
、
例
え
ば
、
健
康
・
医
療
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
等

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
を
持
ち
寄
り
、
会

場
内
外
で
実
証
し
、
社
会
実
装
し
て
い
く

こ
と
で
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」
を

実
現
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
関
西
の
産
業
・
経
済
の
中
長
期

的
な
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
（
生
命

科
学
）
の
分
野
に
つ
い
て
見
る
と
、
関
西

は
歴
史
的
に
医
療
・
バ
イ
オ
産
業
が
早
く

か
ら
発
達
し
、
こ
の
分
野
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
。
循
環
器
病
の
予
防
医
療
を
推
進
す

る
北
大
阪
の
「
健
都
」、
創
薬
等
の
研
究

開
発
拠
点
で
あ
る
「
彩
都
」、
神
戸
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
約
3
7
0
の
研
究
機
関

等
が
集
積
す
る
「
神
戸
医
療
産
業
都
市
」、

京
都
大
学
の
「
i
P
S
細
胞
研
究
所
」、

大
手
製
薬
会
社
が
集
積
す
る
大
阪
市
道
修

町
な
ど
、
多
種
多
様
な
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
が
1
時
間
程
度
で
移

動
で
き
る
距
離
に
集
積
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
研
究
機
関
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
受
賞
者
を
は
じ
め
と
す
る
質
の
高
い

研
究
者
が
世
界
最
先
端
の
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
万
博
は
こ
う
し
た
関
西
の
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
産
業
の
先
進
性
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

　

大
阪
府
・
市
は
地
元
パ
ビ
リ
オ
ン
「
大

阪
館
」
に
お
い
て
、
ラ
イ
ド
型
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
自
動
的
に
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を

取
得
、
デ
ー
タ
を
基
に
各
種
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
医
療
と

デ
ジ
タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
、
未
病
段
階
か

ら
日
常
的
に
健
康
管
理
を
行
う
と
い
っ
た

次
世
代
型
の
医
療
産
業
の
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
と
い
う
観
点
で
は
、

大
阪
府
・
市
は
、
政
府
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ

ィ
型
国
家
戦
略
特
区
に
応
募
し
、
31
の
応

募
自
治
体
の
中
か
ら
、
茨
城
県
つ
く
ば
市

と
共
に
最
終
的
に
指
定
を
勝
ち
取
っ
て
い

る
。
こ
の
政
府
の
特
区
構
想
で
は
、
大
胆

な
規
制
改
革
を
行
い
、人
工
知
能
（
A
I
）

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
先
端
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
社
会
を
先
行
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
府
・
市
が
掲
げ
る
ス
ー
パ
ー
シ
テ

ィ
構
想
で
は
、
万
博
会
場
で
あ
る
夢
洲
と
、

大
阪
駅
北
側
・
貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
の
「
う

め
き
た
2
期
」（
24
年
夏
頃
に
先
行
ま
ち

開
き
、
全
体
開
業
は
27
年
度
予
定
）
と
い

う
二
つ
の
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
手
始

め
に
、
大
き
く
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
モ
ビ
リ
テ

ィ
ー
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
計
画
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
①
万
博

開
催
前
は
、
万
博
会
場
の
建
設
作
業
員
の

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
健
康
管
理
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
測
量
や
資
材
運
搬
②
万

博
期
間
中
は
、
大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
未

来
医
療
体
験
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
自
動
運

転
車
（
レ
ベ
ル
4
）
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
に

よ
る
会
場
ア
ク
セ
ス
③
万
博
閉
会
後
は
、
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先
端
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
遠
隔
提
供
、
デ
ー

タ
連
携
基
盤
を
通
じ
た
次
世
代
パ
ー
ソ
ナ

ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
（
P
H
R
）
や
都
市

型
M
a
a
S
（
マ
ー
ス
、M

obility as 

a Service

）
の
実
現
─
な
ど
を
目
指
す

方
針
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
新
産
業
創
造
の
た
め

に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
集
積
を

通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
る

こ
と
も
重
要
と
な
る
。
関
西
は
京
都
大
学

や
大
阪
大
学
、
神
戸
大
学
を
は
じ
め
と
し

た
学
術
機
関
に
多
く
の
技
術
シ
ー
ズ
を
抱

え
て
い
る
ほ
か
、
高
度
な
独
自
技
術
を
有

す
る
中
小
企
業
も
多
い
。
20
年
7
月
に
は

政
府
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム
拠
点
都
市
計
画
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
都

市
に
「
大
阪
・
京
都
・
ひ
ょ
う
ご
神
戸
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
選
定
さ
れ
、
独
自
志

向
が
強
い
京
阪
神
間
で
連
携
し
た
活
動
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　

現
状
、
有
力
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
V
C
）
お
よ
び
専

門
人
材
な
ど
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
成
長
に

必
要
な
要
素
は
ほ
と
ん
ど
東
京
に
一
極
集

中
し
て
お
り
、
関
西
の
シ
ェ
ア
は
1
割
に

も
満
た
な
い
状
況
な
が
ら
、
急
速
な
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
伴
い
、
東
京
の

V
C
や
専
門
人
材
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
は

改
善
し
つ
つ
あ
る
。
大
阪
・
関
西
万
博
に

向
け
予
定
さ
れ
て
い
る
多
様
な
取
り
組
み

が
、
意
欲
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
引
き

寄
せ
、
関
西
に
お
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
関
西

経
済
へ
の
効
果
を
述
べ
て
き
た
が
、
開
催

に
向
け
た
準
備
は
も
ち
ろ
ん
順
風
満
帆
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

海
外
の
パ
ビ
リ
オ
ン
誘
致
活
動
に
支
障
が

出
て
い
る
ほ
か
、
会
場
設
営
費
も
当
初
計

画
か
ら
上
振
れ
る
な
ど
、
課
題
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
万
博
は
大
阪
・
関
西
が
独
自

に
進
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
国
際
博

覧
会
条
約
に
基
づ
い
て
日
本
国
が
開
催
す

る
国
家
的
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
開
催
に
向

け
、
大
阪
・
関
西
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
推
進
し
、
各
種
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

5
、大
阪・関
西
万
博
後
に
向
け
て

　

関
西
で
は
25
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
だ

け
で
な
く
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
計
画

が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
図
表
3
）。

　

ま
ず
、
夢
洲
の
北
側
で
は
、
国
の
認
定

取
得
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、
29
年
開
業

を
目
標
に
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
I
R
）
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
開
発
事
業
者
の
計
画

で
は
、
初
期
投
資
額
と
し
て
1
兆
8
0
0

億
円
、
年
間
2
0
0
0
万
人
の
I
R
区
域

へ
の
来
訪
者
を
見
込
ん
で
い
る
。
I
R
＝

カ
ジ
ノ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
多

い
が
、
実
際
に
は
カ
ジ
ノ
施
設
の
ほ
か
、

国
際
会
議
場
や
展
示
施
設
と
い
っ
た

M
I
C
E
施
設
、
劇
場
や
飲
食
施
設
な
ど

の
魅
力
増
進
施
設
、
関
西
の
魅
力
を
伝
え
、

旅
行
の
企
画
・
提
案
・
手
配
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
す
る
送
客
施
設
な

ど
が
集
ま
っ
た
複
合
施
設
と
な
る
。
I
R

内
の
国
際
会
議
場
は
最
大
会
議
室
の
収
容

人
数
が
6
0
0
0
人
以
上
と
、
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
を
超
え

る
国
内
最
大
規
模
の
会
議
施
設
と
な
る
計

画
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
が
、

関
西
で
の
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
、
東

京
は
も
ち
ろ
ん
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
大

き
く
劣
後
し
て
い
る
。
I
R
が
世
界
各
国

の
V
I
P
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
呼
び

込
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
観
光
に
つ
い

て
も
、
I
R
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
と
な
り
訪

日
外
国
人
観
光
客
を
観
光
地
に
送
り
出
す

こ
と
で
、
関
西
・
西
日
本
全
体
の
観
光
の

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
国
際
会
議

の
在
り
方
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
需
要
が
完
全
に
戻
る

か
ど
う
か
も
不
透
明
で
あ
る
。
加
え
て
、

カ
ジ
ノ
に
関
し
て
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
対
策
な
ど
対
応
す
べ
き
課
題
も
多
く
、

I
R
開
業
に
反
対
す
る
声
も
当
然
存
在
す

る
。
開
業
の
是
非
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ス
面
、

マ
イ
ナ
ス
面
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
た
上

で
、
10
年
後
、
20
年
後
の
大
阪
・
関
西
経

済
を
見
据
え
た
冷
静
な
議
論
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

夢
洲
以
外
の
開
発
計
画
と
し
て
、
大
阪

うめきた2期（2024年）

大阪中之島美術館（開館済み）

未来医療国際拠点（2024年）

星野リゾート新今宮（2022年）

淀屋橋ツインタワー（2025年）

大阪・関西万博（2025年）
統合型リゾート（2029年）

大阪メトロ中央線延伸（2024年）
JR・南海なにわ筋線（2031年）
京阪中之島線延伸（計画）
阪急なにわ筋連絡線（計画）

京都芸大の京都駅前移転（2023年）
三宮ツインタワー1期ビル（2026年）

関西ワールドマスターズゲームズ
（調整中）

夢洲

中心部
再開発

イベント

鉄道
延伸

京都・
神戸・

（出所）各種報道等から日本総合研究所作成

〈図表3〉関西の主な開発計画・イベント
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駅
北
側
で
開
発
が
進
む
う
め
き
た
2
期
へ

の
期
待
も
大
き
い
。
梅
田
は
7
駅
13
路
線

が
接
続
す
る
西
日
本
最
大
の
鉄
道
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
で
、
関
西
経
済
活
動
の
中
心
で
あ

る
。
う
め
き
た
2
期
は
単
な
る
商
業
エ
リ

ア
で
は
な
く
、「
み
ど
り
」
と
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」
の
融
合
拠
点
を
目
指
し
て
い

る
。
東
京
に
も
皇
居
や
日
比
谷
公
園
、
新

宿
御
苑
、代
々
木
公
園
な
ど
の
「
み
ど
り
」

は
あ
る
が
、
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
機
能
と
公

園
は
一
体
開
発
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
超
一
等
地
に
融
合
拠
点
を
設
け
る
初

の
ケ
ー
ス
と
な
る
。
先
述
の
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
に
お
い
て
も
、
う
め
き
た
2
期

に
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
関
西
の
弱
み
で
あ

る
情
報
通
信
系
の
産
業
の
強
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
関
西
経
済
は

長
期
停
滞
が
続
き
、
国
内
経
済
に
お
け
る

地
位
は
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
態
は
関
西
各
地
域
の

産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て
、
関
西
経
済
の

成
長
に
向
け
た
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
成
長
に
向
け
た
土
台
は
着
実
に
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
万
博
の
成
功
に
向
け

た
取
り
組
み
が
起
爆
剤
と
な
り
、
関
西
経

済
が
再
び
中
長
期
的
な
成
長
軌
道
に
乗
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。


